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編集後記

文学研究科が人文学研究科となり (2022年度から）、中之品芸術センターができ (2022年10月）、そして

美学科創設50周年 2023年度）、と色々な慈味で曲がり角の「阪大音楽学」からの報告です。何よ り俊れ

た論考を寄せてくださった窃枇者の皆さんにお礼と、そして発行が遅くなってしま ったことへのお詫びを。

国内では数少ない紆楽学に特化した機関誌ですので、今後もなんとか発刊し続けたいと思います。

（伊東信宏）

なんとか年度内に刊行でき、胸をなでおろしています 特に論文投稲者のみなさまにはたいへんお待た

せしました。できあがってみれば、質、址ともに非常に充実したものになったと自負しています。と、典

型的に「喉元過ぎれば熱さを忘れる」性質なのが仕'jiが遅れる原因でしょうか。ともあれ、各論文が引き

起こすに辿いないIx.,舟が今から楽しみです
（輪品裕介）

迎くなりましたが、年度内に r学報」を発行することができました。今号は論文の掲載数も多く、とて
も砂Cみ応えのある一im-となっています。執筆者の皆様、査読を担当してくださいました先生方、校正補助

に人ってくださった秤様、その他11j行にあたりご助力いただいた関係者の皆様に心より感謝を申し上げま

す
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